























Boiling)は 発生気泡の大きさが数μmか ら数十μmと 微















た.し かも研究の主眼は熱伝達(伝 熱量)に 置かれ発生
























線は直流で電気加熱 し,発 熱量(ジ ュール発熱)か ら細
線表面の伝熱量(熱 流束)を 求め,電 気抵抗から表面温








応 じて発生音が糊 致的に変化する.こ の沸騰音は気泡発
生の仕方や伝熱のメカニズムと密接に関係 しているため,













































は図4(b)に 見るように,細 線の周 りに多数の微細気泡が
雲のごとく発生し,気 泡微細化沸騰が現れる.微 細な気
泡は,プルームに乗る形でバルク液中に放出されるため,
サブクール下でも容易に消滅(凝 縮)し ない.な お,低
サブクール下でも気泡の表面は蒸発と凝縮によって振動




の熱流束(過 熱度)に よる違いを示す.図6(3)と 図6(4)
は,核沸騰から遷移した後の膜沸騰の状態である.一方,


















図3熱 流 束 とサ ブ ク ー ル に よ る 沸 騰 様 相 の 違 い
(a)(b)

















1;q=0991レf〃 ラフ初2,∠1云 耀=7.OK4=g=338ル1砺 励～,∠ 重賑=29.OK
2:q=1.24ル1〃Zワ τ2,∠17忌認=11.ox5:g=6.45ル 物2,∠ 重堀=34.OK
3:q=1.77MWフ 初2,∠17忌α≠=26.OK6:q=1α3ノ レ1〃加2,∠1堀=43.OK



















0x)で 平均値はほぼ一定で20μm程 度であり,最 小
のものは数μmで あることがわかる.こ うのような微細
気泡に働 く浮力は小さく,気 泡は細線周 りに生じるプル
ーム(サ ーモキャピラリ流)に 乗った形で液中を移動す
る.図4(b),図7(4)～ 図7(6)か ら推察されるように,
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図9気 泡 が微 細 化す る様 子.q=5.OMW/m2,













































































図101次 気 泡 の 大 き さ.サ ブ クー ル と熱 流 束
に よ る 変 化.
3.6沸 騰音
気泡微細化沸騰は高速の現象であり,そ の挙動(伝 熱







周波数によるペク トルの強さ(パ ワー)を 示している.






























































ここ に,Py,Pzは 蒸 気 お よび 液 体 の密 度hl
gは 蒸
発潜熱,σ は表面張力,gは 重力加速度である.細 線




で図12の ように整哩している.こ こに,縦 軸に現れる













領 域1(.z.0<R):大 き な 円柱 の場 合 で あ り,CHFは















































































ルで生 じる形であり,加 熱細線の焼き切れ(バ ーンアウ
ト)が 発生する(図14の ●で示すデ0タ)・ 両者の境界
は図14のa点 であり,サ ブク0ル がおよそ10～20
K,熱 流束が2～4MW/m2に ある.そ して実験によれ
ば,a点 のサブクールや熱流束は細線材質やサブクール

















図13お よび図14か ら明らかなように,細 線の材質や






ブクール度o(飽 和条件)ま で延長 し,そ の熱流束qBO
をサブクール度によらないバ0ン アウト型の特性的な限
界熱流束とみなし,細 線材質との関連を調べてみたのが




と定義され,加 熱面の寸法(今 の場合は細線径)と 過渡
熱伝導に関係 した量となっている.な お,式(3)で




























現れる.つ ま り,加 熱度の低い低熱流束ではチャネル内




熱特陸の差は,必 然的に流れの抵抗(圧 力損失)の 違い









Fの 約4倍 であり,非 常に高い.
この流動沸騰の結果から,あ る長 さ以下のミニチャネ
ルを多数並列に配置 し,液 体の流入と流出を繰 り返しな
がらそれをカスケー ド式に多重配列することで,伝 熱駐
能の優れたマイクロ冷却デバイスを構成できる可能1生の
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